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このたび，室内環境学会2021年関西大会で発表いたしました“在宅勤務の快適性評価：オフィス勤務におけ

る快適性との比較”にて大会長技術賞を賜りましたこと，誠に光栄に存じます。

空調冷熱業界においては，ZEBに代表される省エネ向上に加え，建物内の人の知的生産性の向上や健康増進

などを目的とする快適性追求に対する注目が高まっています。さらに，COVID-19の感染拡大防止のため労働

スタイルは大きく変化しており，多くの企業が在宅勤務を導入することで，これまでは居住空間であった住居

が在宅勤務のオフィスとしての機能を併せ持つようになりました。したがって，在宅勤務環境における快適性

及び知的生産性に関しても量的，質的な変化が生じていると考えられます。

このような背景のもと，本研究は感性工学に基づく経験サンプリング法及び評価グリッド法を用いた独自の

手法により，オフィス及び在宅勤務での快適感の全体像について比較し，両者の快適感の認知構造が類似して

おり，主観的快適性の向上には温熱や音要因だけではなく，内的要因が重要であることが示唆されたこと，在

宅勤務では作業環境に対する不満足やカジュアルな仕事のやり方，家族といった在宅勤務独自の項目が挙がっ

たこと，等を報告いたしました。本研究の結果から，より快適な空間を形成する上で個人差や，勤務環境によっ

て生じる要因が，その空間の各勤務者にどのような影響を与えるかを考慮することが重要と考えられます。こ

れらは困難な課題でありますが，快適性及び知的生産性向上のための研究を推進していき，得られた結果は今

後の室内環境学会で報告したいと考えております。

最後になりましたが，本研究の一部を支援していただいたJSTセンター・オブ・イノベーション(COI)プログ

ラムの関係者の皆様には感謝申し上げます。そして，関西学院大学の長田先生はじめ，杉本先生，張先生と協

力し合い得られた本成果を，このような形で評価してくださった本学会と関係者の皆様には深く感謝申し上げ

ます。誠にありがとうございました。
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